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      論 文 の 要 旨（2,000字程度） 
審査論文は、1950～1960年代のアメリカを代表する図書館学教育者であり、同時期に学部長としてウ
ェスタン・リザーブ大学ライブラリ ・ースクールの中心人物であったジェシ ・ーH・シェラ（Jesse H. Shera）

















ー・スクール学部長に着任してから後を、科目「修士課程研究課題」に着目し、第 1期 1952年 9月-1958





「第 5章」では、シェラの活動時期を、「第 1期 幼少期から専門図書館員であった時期」（1903～1938）、
「第 2期 シェラがシカゴ大学大学院図書館学研究科に入学してからシェラがシカゴ大学の教員であっ













ン（Charles C. Williamson）、ルイス・R・ウィルソン（Louis R. Wilson）、アーネスト・リース（Ernest 
Reece）からどのような影響を受けたかを調査・検討したうえで、シェラの独自性を考察し、理論および
研究の重視という特徴を明らかにしている。 



































「第 2章」「第 3章」「第 4章」では、シェラが学部長をつとめたウェスタン・リザーブ大学ライブラ
リー・スクールの図書館学教育の歴史について述べている。 



































 平成 28 年 10 月 27 日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答をおこなった。引き続き、「図
書館情報メディア研究科博士後期課程（論文博士）の学位論文審査に関する内規」第 23項第 3号に基づ
く学力の確認をおこない、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認められ
る。 
 
 
